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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，社団法人日本画像

情報マネジメント協会(JIIMA)／財団法人日本規格協会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業規格を

改正すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格で

ある。 

これによって，JIS B 7187:1997 は改正され，この規格に置き換えられる。 

改正に当たっては，日本工業規格と国際規格との対比，国際規格に一致した日本工業規格の作成及び日

本工業規格を基礎にした国際規格原案の提案を容易にするために，ISO 3272-1:2003，Microfilming of 

technical drawings and other drawing office documents－Part 1 : Operating procedures，ISO 3272-2:1994，

Microfilming of technical drawings and other drawing office documents－Part 2 : Quality criteria and control of 35 

mm silver gelatin microfilms，ISO 3272-4:1994，Microfilming of technical drawings and other drawing office 

documents－Part 4 : Microfilming of drawings of special and exceptional elongated sizes 及び ISO 6199:2005，

Micrographics－Microfilming of documents on 16 mm and 35 mm silver-gelatin type microfilm－Operating 

procedures を基礎として用いた。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に

抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許

権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に係る確認について，責任は

もたない。 

JIS B 7187 には，次に示す附属書がある。 

附属書 1（規定）マイクロフォームの実用品位数 

附属書 2（規定）図面用マイクロフィルムの撮影方法 

附属書 3（参考）JIS と対応する国際規格との対比表 
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16 mm 及び 35 mm 銀-ゼラチン 
マイクロフィルム撮影方法 

Microfilming of documents on 16 mm and 35 mm silver-gelatin type microfilm
－Operating procedures 

 
序文 この規格は，2003 年に第 2 版として発行された ISO 3272-1，Microfilming of technical drawings and 

other drawing office documents－Part 1 : Operating procedures，1994 年に第 2 版として発行された ISO 3272-2，

Microfilming of technical drawings and other drawing office documents－Part 2 : Quality criteria and control of 35 

mm silver gelatin microfilms，1994 年に第 1 版として発行された ISO 3272-4，Microfilming of technical drawings 

and other drawing office documents－Part 4 : Microfilming of drawings of special and exceptional elongated sizes

及び 2005 年に第 2 版として発行された ISO 6199，Micrographics－Microfilming of documents on 16 mm and 35 

mm silver-gelatin type microfilm－Operating procedures を元に作成した日本工業規格であるが，我が国独自の

漢字に対する実用品位数を附属書 1 で規定している。 

なお，この規格で点線の下線を施している箇所は，原国際規格を変更している事項である。変更の一覧

表をその説明を付けて，附属書 3（参考）に示す。 

 

1. 適用範囲  

1.1 この規格は，資料(1)の配布，交換及び保存を目的として使用する 16 mm 及び 35 mm 銀-ゼラチンマ

イクロフィルム（以下，フィルムという。）の撮影方法について規定する。 

1.2 この規格は，撮影におけるマイクロ像の配置及び検索コード付けについて，また，識別，分類，試

験などの標板類の用い方，画像の品質などの基本要件について規定する。 

注(1) 資料は，文書，図面などの総称として用いる（JIS Z 6000 の 01.04 参照）。 

備考 この規格の対応国際規格を，次に示す。 

なお，対応の程度を表す記号は，ISO/IEC Guide 21 に基づき，IDT（一致している），MOD

（修正している），NEQ（同等でない）とする。 

ISO 3272-1:2003，Microfilming of technical drawings and other drawing office documents－Part 1 : 

Operating procedures (MOD) 

ISO 3272-2:1994，Microfilming of technical drawings and other drawing office documents－Part 2 : 

Quality criteria and control of 35 mm silver gelatin microfilms (MOD) 

ISO 3272-4:1994，Microfilming of technical drawings and other drawing office documents－Part 4 : 

Microfilming of drawings of special and exceptional elongated sizes (MOD) 

ISO 6199:2005，Micrographics－Microfilming of documents on 16 mm and 35 mm silver-gelatin type 

microfilm－Operating procedures (MOD) 

 


